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７イニング制に関するアンケート実施について 

 

公益財団法人 

 日本高等学校野球連盟  

 

 日本高等学校野球連盟は 1946（昭和 21）年の設立以来、「高校野球は教育の一環」

という理念を掲げ、高校野球の発展に努めております。  

 全国高等学校野球選手権大会、選抜高等学校野球大会の両大会は 100 年を越える

歴史を重ね、また全国高等学校野球軟式選手権大会は今年で 70 年を迎えるように

高校野球は多くの国民の皆さまに支えられ、今日まで歩みを重ねています。 

 現在、高校野球を取り巻く周辺環境は大きく変化しており、当連盟はこの周辺

環境に対応するための一つの対策として、2025（令和７）年１月に「７イニング制等

高校野球の諸課題検討会議」を発足させ、高校野球における７イニング制の議論を

始めています。 

 当連盟が７イニング制に関する議論を行っている背景は以下の通りです。 
 

 (1) 昨今、高校野球の部員数が減少傾向にある中 （料１１）、加盟校間で部員数

の差が顕著にあらわれており、部員不足による連合チームも増加している

（料１２）。 

    高校野球が直面している課題（教員の働き方改革、部員の健康対策・熱中症

ならびに障害予防）や社会全体が直面している課題（国内のダウンサイジング

に伴う、人口減、都市部と都市部以外の差）に対して、高校野球の今後、10 年､

20 年後の更なる発展を見据えて今何に取り組まなければならないかを考える

必要がある。 

 (2) 上記(1)を踏まえて、全国大会（選抜高等学校野球大会、全国高等学校野球

選手権大会、全国高等学校軟式野球選手権大会）ならびに都道府県大会（春 ・

秋大会 ・選手権地方大会）を今後どのようにして運営していくのかを考えて

いかなければならない。 

 (3) 日本学生野球憲章（基本原理)ならびにスポーツ基本法（基本理念）を念頭

にして、成長期である部員が、安全に安心して野球に取り組むための対策を

講じていく必要がある。 

 (4) 社会全体で夏季の熱中症リスクが叫ばれる中、夏季に大会を開催すること

が高校野球関係者以外（社会）からどのように映るのかを認識、自覚する必要

がある。 

 (5) 普段の練習や公式戦開催に伴い、選手・部員・応援生徒・指導者・審判員・

観客などの方々に重大事故が発生してから、あるいは国や自治体からの指示

を受けてから議論をスタートするのではなく、高校野球関係者が自主自律の

姿勢で議論していかなければならない。 

 (6) 今後も国内の人口減少が見込まれ、更なる気候変動が予想され、暑さもより

厳しくなると見込まれる中で 「何も対策を講じない」ままでよいのかという

危機感を持つべきである。 



 

 (7) ７イニング制を考察するうえでは、熱中症対策は重要なテーマだが、数ある

課題の一つである。一方で、熱中症対策は差し迫った喫緊の課題である。 
 

 当連盟では、上記を踏まえて 2025（令和７）年「７イニング制等高校野球の諸課

題検討会議」を発足させるにあたり、７イニング制を採用した場合に想定される変化

と、それに伴うメリット・デメリットについて昨年１年間をかけて 「７イニング制

ワーキンググループ」にて検討しました。結果は以下の通りです。 
 

想定される変化 属性 メリット デメリット 

試合時間の短縮 

部員 

障害予防の推進 

（特に投手の肩、肘） 

熱中症リスクの減少 
試合を楽しむ時間の減少 

社会 安全重視のメッセージの発信 

大会 

運営 

運営の柔軟性や工夫の容易性

（１日の試合数、会場数、 

 試合時間の変更等） 

 

投球数の減少 部員 障害予防の推進  

６アウトの減少 部員 
部員不足チームの安全な試合

参加 
部員の出場機会の減少 

試合展開、戦術

の変化 

部員 
国際基準への習熟 

上部カテゴリー（大学、 

社会人、プロ）などとの 

連続性の喪失 

社会 慣れや変更への違和感 

記録の非連続性 
部員  過去大会との記録比較不可 

記録の歴史的価値の減少 社会 
 

 今後、当連盟内で議論を尽くしてまいりますが、本件は高校野球において極めて

重要なテーマであり、結論を導き出す過程において、連盟内での議論のみならず、

加盟校の指導者、部員や高校野球を支えていただいているファンの方々の声に耳を

傾けなければならないと考えております。 

 このような背景があり、今般、全加盟校を対象としたアンケート調査を実施致し

ます。 

 高校野球での７イニング制について、責任教師が指導者、部員の意見も反映して

いただき、貴校野球部としての意見を取り纏め、下記ＵＲＬあるいはＱＲコードから

質問に対して回答のほどお願い申し上げます。 

 全国高等学校野球選手権地方大会開催中あるいは開幕前の多忙な時期にはなり

ますが、７月 18 日（金）17 時までに回答のほど、ご協力、お願い申し上げます。 

 

ＵＲＬ：https://www.net-research.jp/1279630/ 

ＱＲコード： 

 

 

以 上 

https://www.net-research.jp/1279630/


資料№１  

 

 

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年
部員数 148,415 149,622 151,437 154,175 160,801 165,293 166,314 168,501 169,298 169,449 168,488 166,925 168,144 167,088 170,312 168,898 167,635 161,573 153,184 143,867 138,054 134,282 131,259 128,357 127,031 125,381
加盟校数 4,183 4,208 4,218 4,223 4,230 4,253 4,242 4,192 4,163 4,132 4,115 4,090 4,071 4,048 4,030 4,021 4,014 3,989 3,971 3,957 3,932 3,890 3,857 3,818 3,798 3,768
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資料№２  

 

 

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年
選⼿権地⽅⼤会参加チーム数 3,985 3,957 3,917 3,906 3,874 3,839 3,781 3,730 3,606 3,547 3,486 3,441 3,396
選⼿権地⽅⼤会連合チーム数 11 32 38 43 49 57 81 86 107 112 128 133 148
選⼿権地⽅⼤会連合チーム対象校数 25 69 103 104 132 153 212 234 309 337 385 403 425
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 参考資料   
 

 

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年
合計 4,523 4,454 4,318 4,174 4,051 3,958 3,841 3,735 3,669 3,618 3,657 3,659 3,640 3,608 3,587 3,640 3,640 3,622 3,580 3,550 3,490 3,422 3,280 3,248 3,208
部員数 148 150 151 154 161 165 166 169 169 169 168 167 168 167 170 169 168 162 153 144 138 134 131 128 127
割合 3.27% 3.37% 3.50% 3.69% 3.97% 4.17% 4.32% 4.52% 4.61% 4.67% 4.59% 4.56% 4.62% 4.63% 4.74% 4.64% 4.62% 4.47% 4.27% 4.06% 3.95% 3.92% 3.99% 3.94% 3.96%
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